




(2) 弟子たちの國友孟 先生

牧野俊郎（京大）

昨年11月仙台で日本熱物性・ンンボジウ ムが開かれ、國友先生はその 1日めの昼頃にお越しにな

った。お元気そうであったが、夕方の会議の場では咳込んでおられた。その夜先生はひどく汗を

流され、翌朝仙台市内の病院に入院された。

2週間後の快晴の日、先生は小康を得て京大病院に移られた。大阪空港の機内でお迎えして、

高速道路を京都に向った。おもっていたよりお元気そうな先生を拝見し、ひと月もすればよくな

られるだろうと安心したものである。 ＂きよ うは富士山がよく 見えたでしよう"と話しかける

と、央様が引きとって下さり、 ＂私は初めてあんなにきれいな富士山を見ました＂と応じられた。

先生の方は ＂ぽくはなん度も見ている”と得意そうに話され、．それからふた言みことご夫婦のか

けあいのような楽しいお話があった。あいかわらず意地っ張りな先生のこ様子に、仲のよいご夫

婦なのだと、私はあらぬことに感じ入っていた。先生の最後のご旅行であった。

先生がお亡くなりになる 15年前の 4月、当時学部4回生の私は初めて先生をお訪ねし、研究室

の一員に加えていただいた。以来これまで、先生は私を弟子と して厳しくまた暖かく 育て導いて

ドさった。

15年前をふり返ると、 変なことだが、まず思い出されるのは、当時研究費がなかったことである。

実験に基づいて固体の熱ふく射性質を系統的に研究しようと言われてとにかく始めたのだが、 当

時私たちの実験室にあった計測器といっては、分光光度計が 1台とガスクロが 1台、それにペン

レコが1台だけであったようにおもう。お隣りの実験室にはオッシロやデジボルがあって、うらや

ましくおもったのを憶えている。お陰で、実験は自分で工夫し細部まで自作した装骰でやらねば

ならないと考えるようになった。独創的な研究のための装置をと意気込むのだが、所詮は初心者

のやることで、ひとにはとても言えない失敗をくり返した。しかし、気づいてみると、なんとか

使いものになった実験装筐はここにしかない貧重なものであったし、失敗を重ねた実験の経験は

國友研究室の勲章になっていたようにおもう。國友先生を訪ねて来られた内外の先生方が注目さ

れるのは、決まって、高価な市販の機器ではなく手づくりのあまり見ばえのしない國友研メイド

の部分であった。貴重な経験をさせていただいたと、いま感謝している。

先生は、私どもの研究にはあまり口をはさまない方であったo 自由にやらせていただいたと 言

ってよい。お会い しても、たいていは｀｀うまくいつているか”という類の質問をされるのみであ

った。いま書いたように、私の研究はたいていうまくいつていないo先生は、 ＂なんとか 自力で
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解決しろ”と叱咤されながらも、 ＂まあ 、実験とはそういうものだ＂と訳の解らないことを言っ

て励まして下さった。研究が進まないと研究テーマにも不安を感じるもので、私たちの研究室で

も数値計算をやっている人たちは次々に論文を出していくし、実験を重視する人たちからも華礎

研究よりはもうすこし使えるふく射率の値をという声を聞いて、焦ることも多かった。先生は、

私がぽや くと、すぐに役立たなくても基碇研究はきちんとやっていくぺきだし、論文を量産して

はならないと言っておられた。先生にそう言われると、また、もうすこし続けていこうとおもっ

たものである。

先生は、火炎ふ く射の研究から始めて、物質のふく射性質、太賜エネルギ利用、複合伝熱など

さまざまの伝熱の問題に関心をもって、私たちの研究室を引張って来られたが、先生は、常に実

験に基づく物性研究の部分をもって、その上で工学系の伝熱の実験や数値計算もやっていこうと

努めておられたようにおもう。先生にとって基礎研究とは、 ミクロな物理の考え方をマクロな伝

熱現象の理解と予測に生かす作業を指すものであったようである。私たちの研究会では、よく＂な

んでや”という関西弁の大声を発して私たちの報告を批判し、あるいはひとりで考え込んでしま

われることがあった。先生は、物性についても伝熱についても、結果が正しく得られているかだ

けでなく 、なぜそんな現象が起こるのかの説明がないと納得されなかったようだ。このあたりの

先生を、私は好きだった。

先生は、私たちの研究についても、あるいは学会でも、思ったままに解説ぬきで批判されるこ

とがあって、私はよ く腹を立てていた。しかし、あまりひとをほめない先生が、研究成果をおも

しろいと言って下さった数少ない機会には、うれしかったものである。

精度よりは傾向に注目して、 2桁めの有効数字よりは新しい研究を、と言っておられた先生で

あったが、残された弟子たちもそう考えて、研究を続けていこうとおもう。

弟子ー同、先生のご冥福をお祈り申しあげます。

(3) 國友孟教授の死を悼む

越後亮三（東工大）

＂ゆく河の流れは絶えずして 、 しかも、もとの水にあらず。よどみに浮かぶうたかたは、かつ消

え、かつ結びて、久しくとどまりたる例（ためし）なし。世の中にある、人と栖（すみか）と、

またかくごとし。 "

追悼文を書 くにあたり、なぜか「方丈記 」の有名な冒頭の詞章が思い出される。作者鴨長明が
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晩年にしてようやく到達したとされる仏教的無常観の境地が、今の私にしみいるように伝わって

くる。また長明がみたうたかたをうかぺた川面は故人が最後に息をひきとった病室からも眺望で

きる鴨川であったからかも知れない。暫 く個人的な思い出を通じて故人を偲んでみることをご容

赦いただきたい。國友孟教授との最初の出会いは、昭和39年京都で開催された第 1回伝熱・ンンポ

ジウムであった。博士課程の研究テーマが「輝炎輻射 」と共通していたことが縁で知己を得た。

今でも目を閉じると 「私はまだ学生なんです。 」と当時博士課程 3年に籍を置く同氏がややはに

かみながら話しかけてこられたのが瞼に鮮明に浮かんでくる。その時、同氏が私にとってかけが

えのない、半生の友として交際する起点になろうとは考えてもみなかった。既にその頃、恵まれ

た才能と余人の追随を許さぬ研鑽で、彼は伝熱研究会等で頭角を現し、当時全国の指導的な立場

にあられた先生方の間で噂にのぼることもあった。

その後何回か学会等で会う機会があったが、福岡で開催された第 5回伝熱ツンボ（昭和43年）

で、伝熱研究の将来の夢を語りあった。共に育雲の志を抱いていた頃で、特に輻射研究の発展に

話が及び、今後は輻射が伝熱研究の本流になるべきだ等と議論は熱を帝び、意気投合したことが

なつかしく、また今となっては切なく思い出される。顧みれば私の研究の大筋はこの頃決ったよ

うに思う。以来私自身の研究生活に彼から受けた影響は推し計れないものとなった。同氏の研究

に対する深い洞察力、斬新な研究方法、成果に対する厳しい評価、これらを見事に調和させ、い

つしか一つの学問体系を創造する水準までに高めた手腕には畏敬さえ感じる。昭和59年同氏は輻

射研究としては初めて日本機械学会投を受賞され、日本でもようやく輻射の研究が認知されたと

いう意義ならびにそれに果たした同氏の功績は見逃すことができないと思う。しかし学問には完

成はない。同氏の画かれた夢は刊行された論文から推し爾れないほど果てしなく大きかったよう

で、病床での心痛を思うと胸が痛む。

学会における國友教授の激しい議論と毒舌は有名であるが、これは自分自身の研究に対する厳

しさになって現れている。つまり彼の毒舌は自分の研究の種でもあったように思われる。彼の研

究成果、研究活動は日本の伝熱研究の国際化の先陣を務めたことも見過ごせない。彼の足跡は文

字通り世界中を駆けているol 9 8 2年ミュンヘン国際伝熱会議の際、華やかな帳りがおりようと

していたある日、同氏と深夜まで歓談したことがあった。我々の世代がただ研究に没頭していた

頃に開催された第 5回国際伝熱会涵 (1974年 ・束京）の難事業を企画、運営された先達の試み

が、日本の伝熱研究の今日の隆盛に大いにあずかって力があったこと、そしてもう一度日本に誘

致できないものだろうかと夢のような話になった。その折、同氏の京都開催にかける強い意欲と

眩しいばかりの目の輝きを忘れることが出来ない。 京都国際会議は同氏の手で執り行えなくなっ

てしまっ たが、いつの日か日本の伝熱研究者の総意として実現できるならば、故人に対する何よ
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りの供要になるものと思う。

20年余に及ぶ國友教授との親交の終焉をふと予感させる一通の手紙が届いた。昨年の暮もおし

つまったクリスマスの頃であった。京都大学同教授の研究室からのもので、末尾に 11月初旬より

入院中としたためてあった。早速電話で入院先を確かめた処、京都大学胸部疾患研究所附属病院

であることを知って、何か連命的なものを感じたo僅か数か月以前、私は同病院を訪れたこ とが

あったからである。

1月20日午後から京大会館で開かれるエネルギー特別研究成果報告会出席のため予定より早め

の新幹線に乗った。國友教授を見舞うためであるが、私は彼を冒す病が不治のものであることを

知っていた。新幹線の車中、ひたすら彼のことを考え続けた。診断が間違いであってほしいとい

う願望から、病床に伏していること自体が信じられない気持ちにまで昇華して一種の安堵となり、

かつ不安と再び交錯するなど、いまから思えば精神的に一種の倒錯状態のまま京都駅に降りた。

約束の時間に間があり、御所を散策し、その玉砂利を踏む音を耳にしながらまた鴨川を渡り川沿

いにある同病院に着いた。玲子夫人の手厚い看病により予想以上に元気そうにみえた。しかし少

し言葉を交わし始めると心の片隅に灯のように暖めていた期待は何故かもろく崩れ、足元が少し

震えた。看病に献身しておられた夫人の姿が痛ましかった。私は同氏と共著で熱輻射の専門書を

出版しようとのわねてからの約束をしていた。時には京都で、あるいは福岡で内容の構成、目次

の打ち合せ等をしたこともあり、主として私の都合でお くれていることを詫び、退院後早期に実

施しようと励まし、言葉には特に力をこめて話した。 15~20分程して、病室を辞すためにドア

ーの取っ手に手をかけた時、いつもの関西訛で 「ありがとう 」という声を背に受けた。振り向く

とベットから少し頭を持上げるようにしてもう一度繰り返した。これが國友教授から聞く最後の

言葉になるかも知れないと思えるほどか細い声であった。廊下まで夫人のお見送りを受けて別れ

たあと、もう一度病室の前に戻り、奇跡のおこることを祈念した。果たしてこれが同教授との最

後の別れとなった。

見舞った直後同病院の人見滋樹教授を訪れ、教授室で昼食をご馳走になった。人見教授は高等

学校時代のクラスメイトで、私にとって親 しい友達でもあり、数か月前訪れ、京料理をご馳走に

なり乍ら旧交を暖めた時は．このような用件で再び訪ねてくることになろうとは夢にも思わぬこ

とであった。昨年末電話で病状を聞いたのも、時折経過の電話を貰ったのも人見教授からであっ

た。人見教授は癌の場合でも患者の精神状態を見た上で大概患者に告知するとのことで、医師と

患者間の信頼感のない治療はむしろ弊害の方が大きいことを力説された。私への話もその方針に

沿うものであった。私はすがる思いでその後の経過の説明を求めた。説明は一切の妥協のない厳

格な医師としてものであった。そして更に入院直前までの仙台出張、10月には中国への出張等の
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激務の連続は病状の進展からみて医学的にも考えられないことだとの話であった。國友教授の卓

越した才能は十分に発揮されたが、不治の病に冒されてもなお研究活動を止めない気力と体力が

あだになってしま ったように感じた。困り果てた私を見かねた人見教授は「ただ肺癌は他の部位

のように十万人に一人ということはなく、千人に一人位の割合で治癒することがある。」と話さ

れ、一模の望みをかけ、諸事を託した。

國友教授の病状は他言を憚ることであったが、年来の朋友である黒崎晏夫教授（本誌編集委員

長）にだけ打ち明けた。國友教授人院の噂は実に色々な場所で、また度々話題にのぼったが一切

寡黙を通した。計報は黒崎氏から受けた。 4月10日午後研究室のゼミの途中電話口へ呼ばれた時、

頭から足元へ血の気が引き、暫くして心臓の鼓動が体中に響くのを感じた。空しいとは知りなが

ら、いますぐであれば一言、二言話が出来るような錯党に駆り立てられ、再び新幹線に乗り、ど

自宅での通夜に赴いた。

玲子夫人のお話によると入院中もひたすら研究のことだけを考え続け、 意識をなくしても英語

での講演などを口走っておられたそうである。またしきりと自宅に帰れることを切望しておられ

たそうで、同氏の遺されるお子達のことに馳せる思いの一端を垣間見ることができ、うれしくも

あるがやはり悲しい。高校生のご長女とまだいたいけな小学生のご子息 2人の 3児の行く末を思

い遣る父親としての気持ちは如何ばかりであったか、おもんばかって余りある。京都大学工学部

機械系教室で追悼事業の一環として遺児育英奨学金の募金が進められております。本紙面を借り、

一人でも多くの方のご醒金を発起人の一人としてお願いする次第です。

最後に故國友孟教授のご冥福をお祈りし、ご遺族に対し、衷心よりお悔やみを申しあげます。

(4) 物性研究の柱を失った悲しみ｀~國友孟先生を偲んて:

長島 昭（慶大）

昨年の11月6日、 仙台での第 6回日本熱物性シンポジウムの初日に、会場のロピーで國友先生

と雑談をしていると、國友先生は突然、「どうも声が出しにくくて」と言われました。私は國友

先生の体は鋼鉄のようなものと思いこんでいたので、まさかあの悪夢のような今年4月10日のご

通知につながるとは夢にも思わず、風邪でもひかれたんですか、と軽く受け流してしまいました。

國友先生のその時のご様子は、やや熱っぼい顔つきではあったものの、いつもの通りのにこやか

なご様子でした。半年先の中国でのアジア熱物性会議への論文のことなど話し合ったことを覚え

ております。そしてその日の夕方、初めての試みとして行なわれた熱伝導率についてのインフォ
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ーマルなセッツョンが予想以上に盛り上ったところで、座長が國友先生に発言を求められ、先生

はマイクを口のそばに近づけて、「声が出ないので小さい声で話します」といってコメントを述

べられました。私はその時はじめて、先生が元気がないことに気がつきました。そして、その熱

物性、ンンポジウムの期間中に．先生が入院をされたとのご連絡を受けました。

國友先生は、ふく射の研究で国際的にもよく知られた立派な成果を挙げられたわけですが、熱

物性という観点から見た場合、そのふく射率のご研究は大変貴重なものでありました。ふく射率

の決定は研究者がもともと少ない分野であるうえ、國友先生とそのご協力者の研究は実に着眼点

がユニークで、進め方や論文表現にもいつも感服しておりました。数年数、熱物性に関する日米

セミナーを開いた際も、國友先生のご発表のあとで、米国側のエキスパート逹がひどく感心して

いたのが思い出されます。ふく射物性の研究は、それ自体重要さが増しているのはもちろんです

が、最近は熱物性の超高湿や極低温での測定技術の開発、断熱材などの有効熱伝導率の問題、光

学的加熱を用いる測定法の誤差解析など、多様な面でふく射の研究が強く必要とされるようにな

っています。このようなニーズの高まりを前にして、この分野をリードしていられた方を失った

のは学界にとって実に大きな損失でありました。國友先生もまだお若かったので、これまでの蓄

積がいよいよものをいうという時に去られるのは、誠にお心残りでおられたろうと思います。先

生は熱、エネルギーの広い範囲で活躍しておられましたが、物性あるいは熱物性の研究に深い愛

着をもっておられたように感じられました。熱物性を自分の真剣な対象と認めておられ、そして

これからのこの分野の太い幹となって我々を支え、導いて頂ける方でありました。

國友先生は、日本の蒸気性質研究の流れの中で大きな役を果たされた菅原菅雄先生や佐藤俊先

生の流れを汲んでおられます。私も、谷下教授の指導のもとに蒸気性質研究の一端に加わらせて

頂いてから20年以上になりますので、その点でも特別な親しみをもっておつき合いさせて頂いて

おりました。考えてみますと、國友先生と学会その他でお会いしても、あいさつらしいあいさつ

をした記憶がありません。いつも眼くばせか、あごを少ししゃくるだけの合図で、いきなり話に

入りました。極めて率直に核心を衝いた話をして頂けたことは有難いことでした。ぉ亡くなりに

なられてから、他の方にうかがってみますと、國友先生の鋭く率直な言葉と温い配慮、頼まれる

と断りきれない世話好きさなどを話される方が何人もあり、先生の人気の理由であったかと思い

ます。私も國友先生には熱物性研究会や、ンンポジウムのことなどいろいろお願いしましたが、い

つも「せんせに言われるとしゃあない」とおっしゃって快くひき受けて頂きました。思いかえす

たびに、感謝の気持がつのり、また、 先生の去られた空間の大きさに胸ふさがる思いが致します。

私達がひとしく深い哀惜の情をもって感じることは、國友先生が去られて残った穴の大きいこ

とだけでなく、未来の大きな可能性がひとつ失われたことであります。私は最もありふれた言葉
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しか考え及びませんが、それは、國友先生のお考えになっておられたであろうことに思いをめぐ

らし、その万分のーなりとも実現する努力をしたいということであります。

後にのこ された奥様や、まだ幼いご遺児をはじめ、 ご遺族の方々の悲 しみに思いを致し、心か

ら哀悼の意を表すると共に、先生のご冥福をお祈りする次第です。

(5) Remembrance of Professor Takeshi Kuni tomo 

M.Q.Brewster (Univ of Utah) 

I wi 11 most remember Takeshi Kuni tomo as a man who not be satisfied 

with mediocrity. He demanded the best of himself and therefore he could 

and did expect the best of his students and associates. 

As a visi ting,post-doctoral foreign student (1982) I had a tremendous 

opportunity to learn from Professor Kunitomo and those in his Thermo-

physical Properties of Materials Laboratory. The training and tutelage 

I received while at the "Kuni tomo Ken"(Kenkyushi tsu) have influenced 

my life and career immeasureably. And the most important lesson I re-

member learning from Professor Kuni tomo was not how to measure thermal 

radiative properties of materials, but how to try harder and do better 

than you thought you could. This trait, which characterized his work, 

will continue to be taught in research laboratories and classrooms 

throughout the world by those he taught and influenced. This is the 

greatness of the legacy left by Professor Takeshi Kunitomo. 
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